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第
一
区

（
本
荘
地
区 
57
名
）

　

平
成
３１
年
５
月
８
日
任
期
満
了
に
伴
う
当
組
合
総
代
選
挙
が
執
行

さ
れ
ま
し
た
。
全
て
の
選
挙
区
で
総
代
候
補
者
が
定
数
を
超
え
な
か

っ
た
た
め
無
投
票
で
総
代
が
３
月
１１
日
付
で
決
定
し
ま
し
た
。

　

第
１
区
か
ら
第
８
区
ま
で
の
総
代
の
方
々
は
次
の
通
り
と
な
り
ま

す
。
３
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
（
届
出
順
）

により総代決定！

第
二
区

（
仁
賀
保
地
区 

43
名
）

第
三
区

（
矢
島
地
区 

28
名
）

第
四
区

（
岩
城
地
区 

25
名
）

井
島
　
昭
夫

畠
山
　
洋
三

原
田
　
専
一

小
松
冨
士
雄

板
垣
　
憲
一

加
藤
　
政
雪

斉
藤
　
健
志

太
田
　
　
茂

田
口
　
政
男

齋
藤
　
正
行

三
浦
　
和
孝

有
馬
　
賢
一

鈴
木
　
利
夫

松
田
　
吉
勝

佐
々
木
康
次

小
松
　
秀
雄

井
島
　
柳
一

藤
原
　
　
浩

菊
池
　
茂
夫

菅
原
　
　
晃

櫛   
引

鮎
瀬
本
田

内
黒
瀬
①

下
上
野

滝
ノ
沢

松
ケ
崎
町

谷   

地

鮎
瀬
新
田

坂
ノ
下

柴   

野

柴   

野

本   

荘

深   

沢

三   

川

金
　
山

上
上
野

柳   

生

大

浦

三
　
条

大
　
沢

鈴
木
　
久
夫

猪
股
　
孝
裕

猪
股
　
幸
男

五
十
嵐
文
夫

遠
藤
　
満
博

渡
会
　
　
清

小
松
　
敏
夫

小
松
　
澄
雄

伊
藤
　
　
誠

菊
地
謙
一
郎

猪
股
　
　
敏

成
田
　
正
一

渋
谷
　
正
廣

鷹
島
　
　
昇

田
口
　
光
雄

小
松
　
正
一

阿
部
　
和
則

田
口
　
松
雄

冨
樫
　
公
一

小
川
　
　
久

工
藤
　
康
治

原
田
　
　
正

大
庭
　
　
悟

上
万
願
寺

下
上
野

山   

内

長
者
屋
敷

袖   

振

船   

岡

雪
車
町

湯   

沢

宮   

沢

宮   
沢

栗   
山

大
中
ノ
沢

　
舘
　

薬
師
堂

山   

田

鳥
田
目

葛   

法

畑   

谷

薬
師
堂

上
川
口

藤   

崎

内
黒
瀬
②

親  

川

佐
藤
　
　
栄

半
田
　
　
貢

須
田
　
壽
夫

斎
藤
　
好
且

石
塚
　
金
一

今
野
甚
治
郎

鈴
木
　
　
錬

山
内
　
　
博

斎
藤
　
重
明

松
野
　
勝
弘

菊
地
　
文
彦

下
居
　
　
登

阿
部
　
春
男

齋
藤
　
喜
也

佐
々
木
惠
悦

豊
嶋
　
美
文

齋
藤
　
博
文

細
矢
　
　
整

菊
地
　
良
作

須
田
　
和
夫

須
藤
　
辰
義

鈴
木
　
　
稔

渡
辺
　
　
優

奥
山
　
　
栄

須
藤
　
　
進

村
上
　
和
人

斎
藤
　
経
幸

佐
藤
　
金
市

佐
藤
　
幸
一

菊
地
　
　
透

齋
藤
　
義
博

飯
尾
　
祥
一

佐
々
木
三
彦

佐
々
木
忠
道

早
道
　
忠
徳

佐
藤
　
英
一

加
藤
　
公
成

室   

沢

出   

戸

立
居
地

大
飯
郷

小
砂
川

伊
勢
居
地

上
小
国

井   

岡

佐
藤
　
嘉
孝

三
浦
専
一
郎

佐
藤
　
伸
一

佐
藤
　
勇
一

真
坂
　
克
己

矢
越
　
忠
弘

土
田
　
武
弥

柴
田
　
覚
実

佐
藤
　
近
美

豊
島
　
昭
一

木
村
　
三
男

土
田
章
一
郎

三
浦
　
良
明

佐
藤
　
洋
一

伊
豆
　
和
美

植
田
農
夫
一

今
野
　
文
雄

三
浦
　
徳
久

八
ツ
杉

木   

在

荒   

沢

田
中
町

新
　
所

矢   

越

須
郷
田

郷
内
、御
嶽

中
屋
敷

新   

荘

間
木
、新
町

七
日
町

木   

在

砂
子
沢

持
　
子

築
　
館

荒   

沢

中
　
山

伊
藤
　
孝
弘

今
野
　
忠
志

高
野
　
静
男

加
藤
　
茂
弘

小
松
　
勇
喜

鎌
田
三
代
治

岩
出
　
健
市

田
中
　
和
雄

鈴
木
　
利
市

髙
橋
　
卓
次

髙
橋
正
知
世

佐
藤
　
　
章

小
野
　
茂
和

佐
藤
　
富
夫

福   

田

横   

山

内   

越

十
二
柳

北
ノ
股

南
ノ
股

中
ノ
目

二
十
六
木

下
万
願
寺

上
川
口

上
川
口

本   

荘

土   

屋

烏  

川

田
仲
　
　
選

佐
々
木
紀
夫

齋
藤
　
博
明

佐
藤
　
容
伸

齋
藤
　
正
樹

土
門
　
　
進

象   

潟

伊
勢
居
地

田   

高

洗
　
釜

舟
　
岡

水

岡

桂
　
坂

小
　
国

　
関
　

平   

沢

琴   

浦

金
浦
町

百
目
木

芹   

田

小   

滝

小   

滝

田
　
抓

小
　
国

両
前
寺

長
　
岡

川   

袋

院
　
内

院
　
内

院
　
内

伊
勢
居
地

寺
　
田

大
砂
川

東
　
畑

馬
　
場

馬
　
場

大
須
郷

横   

岡

本   

郷

大
　
森

水
　
沢

佐
藤
　
英
樹

村
上
　
一
雄

佐
藤
直
千
代

代 

表
金
子
喜
久
志

三
浦
　
　
晃

佐
藤
　
洋
一

佐
藤
　
一
男

佐
々
木
淑
子

茂
木
　
忠
雄

三
浦
　
富
雄

川
原
、小
坂

石
滝
、濁
川

城
新
、小
田

沢
　
内

九
日
町

針
ケ
岡

坂
之
下

杉
　
沢

坂
之
下

小
板
戸

那
須
　
　
稔

今
野
　
光
雄

田
口
　
勇
雄

今
野
　
憲
一

那
須
　
繁
夫

吉
尾
　
正
弘

渡
辺
　
哲
郎

渡
部
　
重
修

佐
藤
　
　
弘

菊
地
　
　
勇

伊
藤
　
勇
一

田
口
　
健
三

田
口
　
修
一

堀
井
　
秀
雄

三
浦
万
志
一

下
蛇
田

上
新
谷

二   

古

君
ケ
野

町  

部

滝   

俣

富  

田

滝   

俣

道   

川

勝   

手

滝   

俣

泉

田

二

古

勝

手

君
ケ
野
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第
六
区

（
鳥
海
地
区 

28
名
）

第
五
区

（
由
利
地
区 

35
名
）

第
七
区

（
東
由
利
地
区 

30
名
）

第
八
区

（
大
内
地
区 

54
名
）

当組合総代選挙執行
茜
屋　

秀
雄

柴
田　

良
晴

佐
々
木
正
美

金
澤　
　

壽

今
野
小
右
衛
門

丸
山　
　

眞

佐
々
木
榮
市

田
口　

金
次

加
藤　

幸
一

今
野　

隆
幸

赤  

平

下
蛇
田

上
蛇
田

上
黒
川

高   

畑

六
呂
田

勝   

手

泉  

田

町  

部

高   
畑

三
浦　

繁
雄

高
橋　

市
郎

石
垣　

正
喜

佐
藤　
　

隆

鈴
木　

憲
一

植
村　
　

勲

庄
司　

和
夫

熊
谷　

武
重

尾
留
川
幹
仁

熊
谷　

徳
夫

三
浦　

弘
文

佐
藤　

誉
司

正
木　

耕
一

小
濱　
　

仁

鈴
木　

文
義

三
浦　

繁
男

吉　

沢

曲　

沢

立
井
地

吉　

沢

東
中
沢

館　

町

飯　

沢

中　

畑

大　

町

堰　

口

森　

子

屋　

敷

黒　

沢

上　

町

曲　

沢

米　

山

加
藤　

幸
一

佐
藤　

信
悦

鈴
木　

喜
信

佐
藤　

善
造

佐
藤　

聖
雄

小
田
嶋
隆
一

佐
藤　

好
一

木
村　
　

正

村
上　
　

明

村
上
長
市
郎

木
内　
　

正

渡
部　

金
次

木
内　

恵
一

村
上　

一
徳

三
浦　

隆
夫

高
橋　
　

豊

熊
谷　

正
信

村
上　

浩
司

佐
藤
喜
代
士

五
十
土

山　

本

南
福
田

新
上
条

田　

代

明　

法

蟹　

沢

米　

山

寺　

田

新
屋
敷

蒲　

田

小
菅
野

沢　

口

新
屋
敷

馬
喰
町

久
保
田

町　

村

奉
行
免

土　

倉

高
橋
茂
三
郎

村
上　

寿
康

佐
藤　

精
子

真
坂　

孝
衛

真
坂
勘
兵
衛

本
屋
敷

下
ノ
宮

伏
見
沢

猿
倉（
下
）

才
之
神

工
藤　

俊
雄

佐
藤　

十
内

新　

処

下
小
屋

原
田　
　

勲

大
友　

松
一

佐
藤　

尚
英

佐
藤
勇
喜
男

小
沼
七
兵
衛

菅
野　

重
孝

真
坂
昇
一
朗

真
坂　

憲
一

豊
島　

忠
直

真
坂　

光
悦

小
野　

昭
八

佐
藤　

幸
生

大
友　

輝
夫

佐
藤　

民
也

佐
藤　

邦
雄

高
橋　

幸
助

佐
藤　

孝
正

村
上　
　

治

土
田　

房
義

三
森　

安
幸

佐
藤
久
右
衞
門

佐
藤　

義
和

梶
原　
　

直

瀬　

目

針　

水

畑   

平

平
ノ
沢
砂
口

模　

渕

中　

村

中
直
根
（
上
）

中
直
根
（
下
）

久   

保

猿
倉（
上
）

上
百
宅

上
野
宅

　

町　
中
平
根

吉
谷
地

提　

鍋

鶴　

田

長
坂
下
モ
沢

村   

木

矢
ノ
本

大
栗
沢

八
木
山

上
直
根
（
下
）

工
藤　

定
男

佐
々
木
儀
悦

髙
橋
重
四
郎

小
番　

正
裕

渡
辺　

幹
夫

小
松　
　

進

髙
橋　

隆
男

佐
々
木
正
男

嶽
石　

一
人

古
関　

金
雄

阿
部　

重
助

佐
藤　

宗
市

佐
藤　

謙
一

鈴
木　

文
一

遠
藤　

信
一

畑
山　

作
喜

安
倍　

秋
雄

佐
藤　
　

勝

畠
山
弥
惣
雄

佐
藤　

文
一

大
日
向
新
一

小
野　

松
雄

阿
部　

幸
男

佐
々
木
正
千
代

小
松　

幸
男

畠
山　

安
蔵

横
山　

玉
一

小
野
啓
二
郎

野　

田

下　

通

舘
合
新
田

家
の
下

田　

代

家
の
下

下
小
路

大　

琴

田　

代

松　

柴

野　

田

葎　

沢

大
吹
川

舟　

木

小　

倉

土
場
沢

八
日
町

五
海
保

両
前
寺

蔵
新
田

宮
の
前

蔵
新
田

杉　

森

大　

琴

山　

崎

智
者
鶴

向　

田

上  
里

小
石　

雄
一

佐
々
木
忠
利

鈴
木　
　

功

太
田　

清
隆

佐
々
木
慶
嗣

大
友　

静
雄

鈴
木　
　

久

村
山　

一
郎

東
海
林
武
二

澤
田　
　

稔

佐
々
木　

忍

菊
地　

昭
栄

小
笠
原
和
雄

東
海
林　

昇

真
坂　

強
一

佐
々
木
利
夫

佐
々
木
広
二

佐
々
木
清
治

大
友　

仁
志

工
藤　
　

実

山
本　
　

昇

小
野　
　

勇

佐
々
木
征
之

伊
藤　

徳
夫

正
木　

彰
一

伊
藤　

喜
一

深   

沢

平   

岫

大
倉
沢

見   

岫

的   

場

高   

尾

三   

川

及   

位

　

滝　
大   

谷

徳   

沢

　

麓　
松   

本

　

滝　
堀   

切

朴   

沢

羽   

広

小
羽
広

高   

尾

中   

帳

及   

位

松   

本

小
栗
山

芦   

渕

加
賀
沢

三   

川

阿
部　
　

明

畠
山　

武
一

中
村　

勝
男

東
海
林
憲
英

伊
藤　

武
美

畠
山　

清
昭

伊
藤　
　

新

佐
々
木　

正

佐
々
木
茂
見

打
川
喜
代
克

佐
々
木
政
一

佐
藤　
　

宰

斎
藤　

彰
憲

伊
藤　

金
一

加
藤　

秀
郎

東
海
林
圭
一

佐
々
木
金
七
郎

伊
藤　
　

健

大
滝　
　

亮

菊
地　

良
次

伊
藤　
　

悟

斎
藤　

光
一

高
橋　

三
夫

齊
藤　

孝
一

松
永　

光
一

小
石　

信
一

菊
地　

鋭
治

新
田
・
畑

軽
井
沢

葛   

岡

葛   

岡

葛   

岡

朴   

沢

板
井
沢

北
福
田

代   

内

的   

場

新   

沢

新   

沢

北
福
田

朴   

沢

中   

俣

小
増
沢

立   

寄

長   

坂

松　

山

大
小
屋

長   

坂

中   

帳

岩
谷
町
Ｂ

中   

館

岩
野
目
沢

深   

沢

楢   

渕

奉
行
免
牧
野
組
合
代
表

欠
員
が
発
生
し
た
た
め
、

大
内
地
区
の
み
再
選
挙
を

と
り
行
い
ま
す
。
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第24回  造林コンクール表彰授与式

平
成
３０
年
度                          

開
催

 
 地

区

座

談

会

地

区

座

談

会

　

２
月
１
日
（
金
）
か
ら
管
内
４
地
区
で
座
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

小
松
組
合
長
の
挨
拶
に
続
き
、
参
事
・
各
課
長
が
今
年
度
の
組
合
経
営

状
況
と
、
各
部
門
の
事
業
進
捗
状
況
等
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

組
合
員
の
皆
さ
ま
か
ら
は
様
々
な
ご
質
問
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回

は
森
林
環
境
譲
与
税
（
仮
称
）
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ
、
森
林
環
境
譲
与
税
（
仮
称
）
に
つ
い
て
ご
説
明
下
さ
い
。

Ａ
、
課
税
の
開
始
は
Ｈ
３６
年
度
か
ら
に
な
り
ま
す
が
、
森
林
経
営
管
理
法
に
基

づ
き
、
自
ら
山
林
の
管
理
が
出
来
な
い
所
有
者
の
代
わ
り
に
市
町
村
が
山
林
の

管
理
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

Ｈ
３１
年
度
か
ら
前
倒
し
で
譲
与
税
が
開
始
さ
れ
、
は
じ
め
は
山
林
所
有
者
の

意
向
調
査
な
ど
が
主
な
事
業
に
な
り
そ
う
で

す
。

　

ま
た
、
管
理
意
欲
の
な
い
所
有
者
、
不
在
所

有
者
な
ど
の
山
林
は
市
町
村
で
管
理
す
る
こ
と

に
な
り
、
意
欲
の
あ
る
林
業
関
係
者
に
市
町
村

か
ら
管
理
委
託
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
、
管
理
委
託
期
間
は
ど
の
程
度
に
な
り
ま
す

か
。

Ａ
、
最
長
５０
年
と
な
り
ま
す
。
皆
伐
〜
再
造
林

〜
下
刈
り
〜
除
伐
な
ど
長
期
的
な
管
理
期
間
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

鳥
海
・
由
利
・
矢
島
地
区

【
２
月
１
日
・
紫
水
館
】

仁
賀
保
地
区

【
２
月
４
日
・
ス
マ
イ
ル
】

岩
城
・
大
内
地
区

【
２
月
７
日
・
岩
城
道
の
駅
】

本
荘
・
東
由
利
地
区

【
２
月
８
日
・
ウ
ッ
デ
ィ
ホ
ー
ル
こ
だ
ま
】

　平成３１年２月２２日（金）本荘グランドホテルで第２４回本荘由利森林組合造林コンクール表彰授与

式及び林業講演会を開催しました。今回のコンクールでは収穫間伐の部、枝打ちの部、幼齢林の部の

３部門、８名の方が受賞されました。

　出展林分は、平坦地で幹線

道路にも隣接するなど立地条

件に恵まれた林分でした。そ

の利点を活かし、これまで保

育施業が適期に実施されてお

り、１回目の収穫間伐も７年

前に行われています。立木は

完満直通で、樹高成長も良く、

理想的な密度の美しい林分と

なっております。

　搬出された間伐材は、製材

用と合板用に加え、梢端部等

までチップ用材として有効活

用されていることも高く評価

いたしました。

◇審査講評◇
（最優秀賞のみ紹介） ◆最優秀賞　由利地域振興局長賞

  【収穫間伐の部】
　寺田集落財産区　区長　須田和夫（仁賀保地区）
◆優秀賞　由利森林管理署長賞
  【枝打の部】
　堰口集落　総代　佐々木茂（由利地区）
  【収穫間伐の部】
　佐々木　幸夫（大内地区）
◆優秀賞　秋田県森林組合連合会長賞
  【収穫間伐の部】
　栗田　秀一（本荘地区）
  【枝打の部】
　院内財産管理会　会長　豊嶋美文（仁賀保地区）
◆入賞　本荘由利森林組合長賞
  【幼齢林の部】
　横山　重市（鳥海地区）
  【収穫間伐の部】
　赤田町内会　会長　田口作内（本荘地区）
  【収穫間伐の部】
　畠山　昭一（由利地区）

…  受 賞 お め で と う ご ざ い ま す  ……  受 賞 お め で と う ご ざ い ま す  …
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日本の林業労働力の現状と課題

情 報 コ ー ナ ー

（１）日本の人口の推移

●　「人口問題研究所」等の推計によれば、日本の人口は２００４年（Ｈ１６年）の１億２,７８４万人を

　ピークに、今後、１００年で１００年前の明治後半の時代の人口水準（約５,０００万人）に戻るととも

　に、４０数年後（２０６５年）には、６５歳以上の老年者が、２.６人に一人の超高齢化社会になると予

　想しています。

　　秋田県においては、県の総人口がすでに１００万人を割り、全国を上回る速度で人口減少が進　

　んでいます。

｠

●　この推移の中で、注目しなければならないのが、１５～６４歳のいわゆる生産年齢人口です。生産

　年齢人口は、将来の日本の経済力や労働力等を推計するうえで非常に大切な年齢層です。

　　日本の生産年齢人口のピークは、“団塊の世代”が働き盛りの１９９０年代（平成初期）の８,７００

　万人で、４０数年後 （２０６５年） には、約４,５００万人まで減少するとしています。

　　これは、他の先進国に比べ、減少率がかなり大きくなっています。

（２）林業労働力の現状と課題

●　平成２７年度の全国の林業従事者数は、約４５,０００人で、秋田県では、約１,４００人となっていま

　す。木材価格が高く、林業が最盛期であった昭和50年代に比較すると、全国では３１％、秋田県では

　１４％となっており、本県における減少率が高くなっています。

｠

●　近年は、国産材の需要が大幅に増大していることや高性能林業機械の導入が促進されたことな

　どから、伐木・造材などの素材生産部門での林業従事者数や35歳以下の若年者率も増加していま

　す。このように、近年は、減少するスピードは緩やかになっていますが、高齢者の退職率などが依然

　として高く、全体的には減少が進んでいます。

　　これらは、本県においても同じ傾向で推移しています。

｠

●　林業における６５歳以上の高齢者の割合は２５％で、全産業平均の１３％に比べ２倍となっていま

　す。少子高齢化が進む日本で、人手不足は、全産業に共通する課題であり、特に、林業は、労働災害

　率の高い職種であることなどから、人手不足を解消することは容易なことではありません。

｠

●　スギの人工林資源は、全国的に活用できる時代を迎えており、需要も、年々増大していますが、

　近年は、木はあっても人手がたりないという現象が、各地で報告されています。

　　政府では、「働き方改革」において、外国人労働者の確保などを政策として打ち出しております

　が、林業分野における実績は緒についたばかりです。



森
林
組
合
だ
よ
り　

平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
発
行　

印
刷
・
㈾
由
利
印
刷

6
木材流通センター　由利本荘市西目町沼田字新道下

TEL０１８４-３２-１０８８　　FAX０１８４-３２-１０８９ TEL０１８４-３２-１０８０　　FAX０１８４-３２-１０８１

１０１９̶１ １０２０̶１製材工場『木香里』 由利本荘市西目町沼田字新道下

（平成31年）
単位：円、上段（石当り価格）

　　　　　下段㎥当り価格

総務課からのお願い

賦課金納入時期が過ぎております。
未納の方は早急に納入をお願いいたします。

　【取扱金融機関】

　秋田銀行管内各支店

　北都銀行管内各支店

　羽後信用金庫各支店

　山形銀行本荘支店

　きらやか銀行本荘支店

　秋田しんせい農業協同組合各支店

上記金融機関または、森林組合各支所で

お支払下さい。

1月9日 2月4日

本荘由利木材流通センター 本荘由利木材流通センター 本荘由利木材流通センター

高　値 安　値 平均価格

3月4日

樹　種 材　長

　m

3.65

径　級

　cm

ス　
　

ギ

14下

16～22

24～28

高　値 安　値 平均価格 高　値 安　値 平均価格

出材量・販売量・販売率

１月：県外勢も含め７名が参加し、全量落札となった。一部材質が劣る物件で価格を下げたが、それ以外では相変わらず高値が続
　　　いている。１６～２２ｃｍで１２,０００円/㎥、２４～３４ｃｍで１３,０００円/㎥で、量産工場が量をまとめた。
２月：原木不足がいくぶん解消されたことにより、やや弱含みの推移となった。量産工場は２４ｃｍ上の在庫状況との絡みで応札し
　　　なかったため、約８割の売り上げとなった。
３月：原木不足のなか、県外勢も参加し満遍なく札が入り完売となった。価格も１６～２２ｃｍで１２,２００円/㎥、２４～２８ｃｍで
　　　１３,５００円/㎥と強含みで、量産工場が量をまとめた。

(3, 362)
12, 105 

(3, 615)
13, 017 

(3, 358)
12, 090

(3, 614)
13, 012 

(3, 360)
12, 097 

(3, 615)
13, 015 

(3, 103)
11, 173 

(3, 634)
13, 085 

(3, 510)
12, 636 

(3, 083)
11, 102 

(3, 091)
11, 128 

(3, 579)
12, 886 

(3, 080)
11, 091 

(3, 667)
13, 203 

(3, 201)
11, 527 

(2, 723)
9, 804 

(2, 977)
10, 719

(2, 167)
7, 803 

(2, 132)
7, 702 

(2, 151)
7, 745 

(3, 455)
12, 441

1,202㎥(4,327石)・1,202㎥(4,327石)
100%

1,418㎥(5,104石)・1,130㎥(4,068石)
79%

1,,488㎥(5,356石)・1,488㎥(5,356石)
100%

退
職
者
の
お
知
ら
せ

【
技
能
職
員
】

　

平
成
３１
年
１
月
３１
日
付（
定
年
）

　
林
産
販
売
課

　
　
　
小
　
野
　
和
　
博

　
　
　

（
２
月
１
日
付
で
再
雇
用
）

大内支所が移転しております

《新所在地》

　〒018-0711
　由利本荘市岩谷町字日渡１００番地

　大内総合支所　第二庁舎２階

　ＴＥＬ　0184-65-3555

　ＦＡＸ　0184-65-3556

　

平
成
３１
年
２
月
に
開
催
さ
れ
た
平
成
３０
年
度
林
業
グ
ル
ー
プ
活
動
実
績
発
表
コ
ン
ク
ー
ル

で
当
組
合
の
林
業
研
究
会
の
活
動
実
績
が
認
め
ら
れ
、
秋
田
県
で
１
位
を
獲
得
致
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
全
国
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
が
、
地
域
の
振
興
・
活
性
化
を
図
る

林
業
グ
ル
ー
プ
を
全
国
的
に
取
り
上
げ
、
林
業
グ
ル
ー
プ
の
発
展
、
向
上
を
図
る
も
の
で
す
。

　

県
大
会
―
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
―
全
国
大
会
と
あ
り
、
各
県
の
代
表
グ
ル
ー
プ
の
発
表
内

容
は
「
林
業
グ
ル
ー
プ　

活
動
・
研
修
事
例
集
」
に
も
掲
載
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
度
の
北
海
道
・
東
北
大
会
は
８
月
に
秋
田
県
の
さ
と
み
温
泉
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
北

海
道
・
東
北
で
活
動
す
る
林
業
グ
ル
ー
プ
の
活
動
発
表
を
聞
く
機
会
は
め
っ
た
に
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
機
会
に
皆
様
も
是
非
足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

Tree house Project ～第二の学び舎～Tree house Project ～第二の学び舎～
秋田県立大学の学生と共にツリーハウスの作成を行い１２年が経ちまし

た。１２年間の里山活動ではツリーハウスの建築だけではなく、地域交

流や林家の方々との交流会、秋田の里山を活かした活動も行いまし

た。この活動を通し

て、学生が山林や林

業、木材に対する見

方が変化したこと

が大きなポイント

になります。正に木

育の効果がTr e e 

house Projectで実

践されたのです。

続きは
８月 秋田市
さとみ温泉の
発表で！ 

当
組
合
林
業
グ
ル
ー
プ
が

　
　
　
　
　

秋
田
県
１
位
を
獲
得

発表者：小番さん（東由利）
と県立大生


